
款 4 項 5 目 1 事業 7

係名

39

9 年度 分野 2
政策
番号

4
施策
番号

1
事業
コード 3

(1)

(2)

(1)

(2)

① 件

②

③ ％

④

⑤ 千円

⑥ 千円

⑦ 千円

⑧ 人 0.30 0.00 0.28 0.00 0.13 0.00 0.13 0.00 0.13 0.00

⑨ 千円

⑩ 千円

⑪ 千円

⑫ 円

⑬ 千円

⑭ 千円

⑮ 千円

⑯ 千円

⑰ 千円

⑱ 千円

％

808

1,160

20,690

算定式・指標
の説明等

特記事項

88.922年度予算執行率％

0

成果指標名（2)

96.6

23年度
計画

27.0

事
務
事
業
の
概
要

事業開始

事業の目的・目標　（対象をどのような状態にしたいのか）

○身近な地域で区民一人ひとりの状況に応じた健康相談や
初期医療を受診できるよう、かかりつけ医の定着を図ります。 かかりつけ医の紹介・相談延べ件数

活動指標名（式）

算定式・指標
の説明等

かかりつけ医を持つ区民の割合

49 100

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

○かかりつけ医の紹介・相談事業を杉並区医師会に委託に
より実施します。
○ポスターによる、かかりつけ医を持つことの必要性の普及
啓発を図ります。

成果指標　　　　　※（代）＝適当な指標がない場合の代替指標

杉並区区民意向調査

単位
20年度

区分

100

連絡先
電話番号

成果指標名（1)

上位施策No・施策名 地域医療体制の整備

対象

4528

根拠
法令
等

既定事業

計画
（目標値）

808

0

72,889

0

0

実績

0

1,968

0

事業費 901

職員数 (常勤｜非常勤)

2,133

0

808

979

0

0

2,486

指
標 成果指標（1）

0

27

67.6

活動指標（1） 38

0

0

1,160

0808

0

平成23年度　杉並区事務事業評価表
整理番号

地域医療係
昨年度

整理番号

事務事業名

杉並保健所地域保健課担当部課名

かかりつけ医の普及促進 322

318

成果指標（2）

63.4

活動指標（2）

70.0

予算事業区分

○すべての区民

21年度

実績実績 計画

22年度 計画（目標値）に
対する22年度の

達成率　％

杉並区かかりつけ医機能推進事業実施要綱

65.0

1,010

809

62.3

1,154

909

809

1,968

0.00.0

2,069

0 0 0

0

総事業費⑤+⑨+⑩ 3,496 2,069

34,960

0

人
件
費

3,616

（内）常勤職員
分(超勤分含)

0

0.0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（内）投資的経費等

受益者負担分

（内）委託費

単位あたりコスト
(⑪-⑥)÷①

国からの
補助金等

その他の
補助金等

0.0 0.0

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

2,715

（内）非常勤
職員分

0

0

○平成23年度から高齢者担当
部門に主管課を変更し、在宅
医療関連の事業に取り組みま
す。

0

73,796

受益者負担比率⑬÷⑪

差引：一般
財源⑪-⑰

2,133

56,132

0

0

0
都からの
補助金等

特定財源計
⑬+⑭+⑮+⑯ 0

3,496

財
源

3,616

0

実施計画事業 行革計画事業 主要事業

個人 世帯 団体 その他 内部管理

平成



単位

件

）

特
記
事
項

改
善
・
見
直
し
の
方
向

(

中
長
期

）

今後の方向性
（見直しの視点）

Ⅰ　事業の方向性

Ⅱ　事業の改善

○かかりつけ医の紹介・相談事業については、これまでの単独で医師会委託により実施するやり方を見直し、23年度から高齢
者担当部門において広く在宅医療関連の相談事業の中で、在宅療養患者のニーズの応じた医師の紹介等にとして取り組み
ます。

事業に対する住民の
意見
（事業に対する期待・
要望・苦情など)

今後の予測
○既にかかりつけ医を持つ区民の割合の増加に伴い、ここ数年、かかりつけ医に関する相談件数その
ものは減少傾向にあり、この傾向は今後も続くものと考えます。

○かかりつけ医の紹介・相談事業については、かかりつけ医を持つ区民の増加により、相談件数その
ものが年々減少し、単位あたりのコストが増加しています。

○特にありません。

(3)協働等の形態

(2)協働等の相手

808

事
業
環
境
の
変
化

整理番号

（2）事業実績

○かかりつけ医を持つ区民の割合の増加（15年度57.1%→23年度67.6%［区民意向調査］に伴い、ここ
数年、かかりつけ医に関する相談件数そのものは減少傾向にあります。

322

○地域保健課所管事業としては２２年度末をもって廃止となります。

○かかりつけ医紹介・相談実績　27件

0

（1）主な取組み

評価と課題

かかりつけ医紹介・相談業務委託

平成23年度　杉並区事務事業評価表　　　　　　　

その他（

規模

(4)協働等の今後のあり方

協
働
等
点
検

（1）協働等は実現しているか

12
2
年
度
の
事
業
実
施
状
況

内　　　容

事業開始当初から
現在までの変化

事業費（千円）

十分に実現している 社団法人・財団法人等公益団体（(3)へ）

委託 [業務量の50%以上に相当] 

拡　充 現状維持 縮　小 廃　止

事業内容の変更 実施方法の変更



款 4 項 5 目 1 事業 8

係名

39

22 年度 分野 2
政策
番号

4
施策
番号

1
事業
コード 5

(1)

(2)

(1)

(2)

① 回

② 部

③ 事業数

④ 人

⑤ 千円

⑥ 千円

⑦ 千円

⑧ 人 0.70 0.00 0.70 0.00

⑨ 千円

⑩ 千円

⑪ 千円

⑫ 円

⑬ 千円

⑭ 千円

⑮ 千円

⑯ 千円

⑰ 千円

⑱ 千円

％

55.6

特定財源計
⑬+⑭+⑮+⑯ 0

0

財
源

0

受益者負担比率⑬÷⑪

差引：一般
財源⑪-⑰

00

都からの
補助金等

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

0

（内）非常勤
職員分

この事業は、平成22年度末で
廃止。

0

（内）投資的経費等

受益者負担分

（内）委託費

単位あたりコスト
(⑪-⑥)÷①

国からの
補助金等

その他の
補助金等

0.0

0

0

0

0

0

人
件
費

0

（内）常勤職員
分(超勤分含)

0

0

10,244

0 0 0

0

総事業費⑤+⑨+⑩ 0 10,244

8,956

0.0

0

4,000

2,545

予算事業区分

21年度

実績実績 計画

22年度 計画（目標値）に
対する22年度の

達成率　％

杉並区地域医療体制に関する調査検討委員会設置
要綱

100.0

成果指標（2）

活動指標（2）

4,500

-

平成23年度　杉並区事務事業評価表
整理番号

計画調整担当
昨年度

整理番号

事務事業名

保健福祉部管理課担当部課名

地域医療体制の充実 323

新

0

0

0

6,244

02,313

0

0

指
標 成果指標（1）

0

2,500

250

6

18

活動指標（1）

事業費

職員数 (常勤｜非常勤)

0

0

0

計画
（目標値）

2,712

0

1,492,667

0

0

実績

0

8,956

0

連絡先
電話番号

成果指標名（1)

上位施策No・施策名 地域医療体制の整備

対象

健康と医療・介護の緊急推進プラン

1344

根拠
法令
等

新規事業

6

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

・平成21年度に行った杉並区地域医療体制に関する調査検
討を踏まえ、平成22年度に検討した内容をまとめた報告書を
発行しました。
・平成23年1月に策定した「健康と医療・介護の緊急推進プ
ラン」に基づき、がんを含めた健康診断の実態調査を区民ア
ンケートとして調査しました。

成果指標　　　　　※（代）＝適当な指標がない場合の代替指標

単位
20年度

区分

事
務
事
業
の
概
要

事業開始

事業の目的・目標　（対象をどのような状態にしたいのか）

杉並区における地域医療体制・地域歯科医療体制について
調査・研究し充実に向けた取組を行います。また、区民に対
し検診に関するアンケートを行い、総合的ながん対策を推進
します。

21年度検討会開催回数

活動指標名（式）

算定式・指標
の説明等

健康と医療・介護の緊急推進プランにより新規
に計画した事業数

成果指標名（2)

「杉並区における地域医療体制の充実に向けて」発行部
数

(代）区民アンケート調査対象者数

23年度
計画

100.0

250

算定式・指標
の説明等

特記事項

0

67.822年度予算執行率％

6,244

1,707,333

実施計画事業 行革計画事業 主要事業

個人 世帯 団体 その他 内部管理

平成



単位

部

式

回

箱

）

特
記
事
項

事業開始当初から
現在までの変化

事業費（千円）内　　　容

その他（

規模

(4)協働等の今後のあり方

協
働
等
点
検

（1）協働等は実現しているか

2502
2
年
度
の
事
業
実
施
状
況

平成23年度　杉並区事務事業評価表　　　　　　　

この事業は、平成２２年度により廃止となり、業務は地域保健課へ移行します。

　「杉並区における地域医療体制の充実に向けて」については250部発行しました。
　区民検診・がん検診に関する区民の意識・意向区民アンケートについては、4000人を対象に発送し、
2500人から回答を得られました。

0

2 44

（1）主な取組み

評価と課題

アンケート回収郵送料

1

「杉並区における地域医療体制の充実に向けて」印刷

323

事
業
環
境
の
変
化

整理番号

2,050

264

（2）事業実績

平成21年度に地域医療体制の検討についてまとめた提言を平成22年度に発行しました。平成23年1
月には「健康と医療・介護の緊急推進プラン」を策定しました。また、区民アンケートにより、がんを含め
た検診の実態を調査しました。

3

宛名ラベル購入

354

区民検診・がん検診に関する区民の意識・意向調査委託

杉並区地域医療体制に関する調査検討委員会の報告については、報告書の発行により一応の区切り
となります。今後は提言の具体化に向けた取組が必要です。健康と医療・介護の緊急推進プランにつ
いては、実施した区民アンケートを分析し、より効果的ながん対策を実施していきます。

区民・議会からは区内に大学病院や国公立の病院、救命救急センターが無いことを指摘され、設立に
対する要望を受けてきました。また、不妊治療や産科医の確保など安心して妊娠出産できる環境づく
り、総合的がん対策の推進、在宅療養支援対策の充実に向けた要望が寄せられるようになりました。

(3)協働等の形態

(2)協働等の相手

事業に対する住民の
意見
（事業に対する期待・
要望・苦情など)

今後の予測
佼成病院など移転・建設に伴う調整や申し入れ、健康と医療・介護の緊急推進プランの施策化・具体
化に向けた取組を行うため、地域保健課で行っていきます

改
善
・
見
直
し
の
方
向

(

中
長
期

）

今後の方向性
（見直しの視点）

Ⅰ　事業の方向性

Ⅱ　事業の改善

十分に実現している 企業・個人事業者（(3)へ）

協働［委託］ 推進

拡　充 現状維持 縮　小 廃　止

事業内容の変更 実施方法の変更



款 4 項 5 目 1 事業 9

係名

39

16 年度 分野 2
政策
番号

4
施策
番号

1
事業
コード 1

(1)

(2)

(1)

(2)

① 件

② 人

③ ％

④ 人

⑤ 千円

⑥ 千円

⑦ 千円

⑧ 人 1.80 0.00 1.69 0.00 1.75 0.35 1.75 0.35 1.00 0.80 0.83 1.50

⑨ 千円

⑩ 千円

⑪ 千円

⑫ 円

⑬ 千円

⑭ 千円

⑮ 千円

⑯ 千円

⑰ 千円

⑱ 千円

％

70.0

87.9

1,500

22年度予算執行率％

64.01,500

0

0

15,006 15,538

0

15,610 7,404

特記事項

2,386

98.4

63,686

2,651

0

8,920

53,300

4,425

70,46271,596

63,734

87.7

2,941

0 0

70.0

0

59,744

0

2,000

救急協力員（すぎなみ区民レスキュー）登録者数

救命技能を身につけた区民の数

23年度
計画

102.8

2,000

算定式・指標
の説明等

30,000

平成22年度救命講習受講者数

計画（目標値）に
対する22年度の

達成率　％

救急医療体制に安心感を持つ区民の割合

杉並区急病医療情報センター運営要綱

実績

成果指標名（2)

急病医療情報センターの利用件数

計画
（目標値）

22年度

算定式・指標
の説明等

30,000

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

○24時間365日専門の保健師・看護師が医療機関案内・相
談を行う「杉並区急病医療情報センター」の運営
○迅速・正確に応急手当を行える区民（「救急協力員」）の養
成
○救命講習会の実施
○AED（自動体外式除細動器）の設置・維持管理
○医療に関する相談・苦情対応を行う「医療安全相談窓口」
の運営

成果指標　　　　　※（代）＝適当な指標がない場合の代替指標

区民意向調査による

単位
20年度

区分

事
務
事
業
の
概
要

事業の目的・目標　（対象をどのような状態にしたいのか）

4528 319

上位施策No・施策名 既定事業予算事業区分

○すべての区民
○中学生以上の区民（救急協力員）

根拠
法令
等

1,589

8151,500

1,730

424

63,883

75,240

0

68,082

60.0

指
標 成果指標（1）

0

960

1,757

30,838

61.4

活動指標（1） 39,172

事業費

平成23年度　杉並区事務事業評価表
整理番号

地域医療係
昨年度

整理番号

事務事業名

杉並保健所地域保健課担当部課名

救命救急体制の充実 324

連絡先
電話番号

成果指標（2） 928

53.0

活動指標（2） 1,314

活動指標名（式）

事業開始

21年度

○区民の急病時の不安解消を目指して、24時間365日病院
探しに困らない体制を整えます。/○緊急時に応急手当がで
きる区民の養成やＡＥＤの配置により、初期救急対応力の向
上を図ります。/○医療機関への相談・苦情に応じることによ
り、区民が安心して医療を受けられる環境を整えます。

成果指標名（1)

地域医療体制の整備

実績実績 計画

30,00031,742

対象

地域における初期救急対応力整備要綱

76,775

68,083

58.0

0

71,573

0

2,360

0

88,239 81,742

81,742

0.0

91,756

16,290

0

0.0

88,239

0
（内）非常勤
職員分

総事業費⑤+⑨+⑩

人
件
費

86,984

（内）常勤職員
分(超勤分含)

0.0

0

00

91,781

91,781

0

3,059

0

0

0

0

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

978 1,033

70,694

0

差引：一般
財源⑪-⑰

0.0

0

0.0 0.0

91,756

職員数 (常勤｜非常勤)

財
源

特定財源計
⑬+⑭+⑮+⑯

受益者負担分

0

0

0

71,573

0

0

0

0

0 0

0

2,342

0

86,984

0

受益者負担比率⑬÷⑪

（内）投資的経費等

（内）委託費

その他の
補助金等

単位あたりコスト
(⑪-⑥)÷①

国からの
補助金等

2,727

都からの
補助金等

実施計画事業 行革計画事業 主要事業

個人 世帯 団体 その他 内部管理

平成



単位

件

人

件

）

特
記
事
項

改
善
・
見
直
し
の
方
向

(

中
長
期

）

今後の方向性
（見直しの視点）

Ⅰ　事業の方向性

Ⅱ　事業の改善

○急病医療情報センターについては、都の類似事業との異同、サービスの利用実績を精査・検証したうえで、区独自の事業
として継続することの必要性についてさらに見直しを行います。

医療安全相談窓口相談員人件費

　救急医療体制に安心感を持つ区民の割合が、平成15年度以降上昇しており、救命救急体制の充実
に向けた諸事業は確実に成果を上げています。
　急病医療情報センターについては、事務事業等の外部評価（杉並版事業仕分け）の結果、東京都と
重複するサービスを行っているとの指摘を受け、平成23年度からは、都の同種サービスで代替可能な
時間帯(平日朝9時から午後8時)のサービスを停止することとしました。今後、平成24年度に向け、存廃
を含めた急病医療情報センターのあり方を検討する必要があります。

○いざという時に備えＡＥＤの操作方法・応急手当技法を学びたいという要望が、多くの区民から寄せ
られています。特に日中仕事をしている方々からは、夜間・休日に救命講習を希望する声が寄せられ
ています。

 

○救急医療体制に安心感を持つ区民の割合　15年度42.4%→22年度61.4%　[区民意向調査]
○ＡＥＤを知っている区民の割合　17年度30.3%→20年度72.8％　[健康都市白書’08]
○21年4月　河北総合病院が区内初の小児二次救急指定病院になり、24時間365日の小児急病診療
体制が整備されました。

6

3,165

○AEDの地域への浸透により、今後さらに、ＡＥＤの操作方法・応急手当技法を学びたいという要望が
多くなるものと推測します。

(2)協働等の相手

2,715

平成23年度　杉並区事務事業評価表　　　　　　　 324

1 63,630

事業費（千円）

整理番号

（2）事業実績

救命講習用消耗品購入（AED電極パット等）

2

急病医療情報センター運営業務委託

評価と課題

事
業
環
境
の
変
化

2
2
年
度
の
事
業
実
施
状
況

事業開始当初から
現在までの変化

事業に対する住民の
意見
（事業に対する期待・
要望・苦情など)

今後の予測

協
働
等
点
検

(4)協働等の今後のあり方

内　　　容

　平成22年度の実績は、区民の急病に対する安心・安全を守るための「杉並区急病医療情報セン
ター」の利用件数30,838件、地域における初期救急力の向上を図る「救急協力員」の登録者数延べ
1,757名、区民の医療への不安や悩みを解決する「医療安全相談窓口」の相談受付件数742件となっ
ています。

952

（1）主な取組み

その他（

規模

謝礼金、救命講習テキスト購入等

（1）協働等は実現しているか

十分に実現している 企業・個人事業者（(3)へ）

委託 [業務量の50%以上に相当] 実施継続

拡　充 現状維持 縮　小 廃　止

事業内容の変更 実施方法の変更



款 4 項 5 目 1 事業 10

係名

39

53 年度 分野 2
政策
番号

4
施策
番号

1
事業
コード 1

(1)

(2)

(1)

(2)

① 人

② 人

③ ％

④

⑤ 千円

⑥ 千円

⑦ 千円

⑧ 人 1.51 0.00 1.43 0.05 1.05 0.45 1.05 0.45 0.70 0.50 0.40 0.50

⑨ 千円

⑩ 千円

⑪ 千円

⑫ 円

⑬ 千円

⑭ 千円

⑮ 千円

⑯ 千円

⑰ 千円

⑱ 千円

％

207,728

9,366

10,711

算定式・指標
の説明等

20,000

特記事項

1,475

10,218

98.922年度予算執行率％

65

成果指標名（2)

87.7

6,000

小児急病診療協力医療機関（東京衛生病院、河北総合
病院）受診者数

23年度
計画

105.3

70

6,000

事
務
事
業
の
概
要

事業開始

事業の目的・目標　（対象をどのような状態にしたいのか）

○区民の急病時の不安解消を目指し、一般の医療機関で
の受診が困難となる夜間・休日等の時間帯においても安心
して医療を受けられるける体制を整えます。

急病診療所（医科・歯科）及び薬局の利用者数

活動指標名（式）

算定式・指標
の説明等

救急医療体制に安心感を持つ区民の割合

20,522 20,000

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

○休日等夜間急病診療所及び休日当番医の運営
○歯科休日急病診療所の運営
○休日等夜間薬局の運営
○小児急病診療協力医療機関（東京衛生病院、河北総合
病院）の確保

成果指標　　　　　※（代）＝適当な指標がない場合の代替指標

杉並区区民意向調査

単位
20年度

区分

20,000

連絡先
電話番号

成果指標名（1)

上位施策No・施策名 地域医療体制の整備

対象

杉並区歯科休日急病診療事業実施要綱

4528

根拠
法令
等

既定事業

計画
（目標値）

201,459

5,021

9,922

0

168

実績

1,475

209,178

1,328

事業費 203,736

職員数 (常勤｜非常勤)

220,074

753

200,952

209,494

140

0

12,697

5,602指
標 成果指標（1）

168

7,327

21,066

61.4

活動指標（1） 26,274

0

0

199,655

330

6,244

197,325198,079

0

204,698

0

平成23年度　杉並区事務事業評価表
整理番号

地域医療係
昨年度

整理番号

事務事業名

杉並保健所地域保健課担当部課名

急病診療事業の運営 325

320

122.1

成果指標（2）

52

活動指標（2） 6,000 6,936

70.0

予算事業区分

○すべての区民

21年度

実績実績 計画

22年度 計画（目標値）に
対する22年度の

達成率　％

杉並区休日夜間等急病診療事業実施要綱

60

213,976

212,070

53

9,323

203,697

200,230

204,188

0.00.0

209,370

5,012 4,835 5,021

0

総事業費⑤+⑨+⑩ 226,813 214,391

11,341

0

人
件
費

217,402

（内）常勤職員
分(超勤分含)

0

0.0

0

0

5,018

0.0

5,025

00

4,990 5,025

0

4,835

1,257

0

（内）投資的経費等

受益者負担分

（内）委託費

単位あたりコスト
(⑪-⑥)÷①

国からの
補助金等

その他の
補助金等

0.0 0.0

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

13,666

（内）非常勤
職員分

5,018

0

3,568

0

10,557

受益者負担比率⑬÷⑪

差引：一般
財源⑪-⑰

199,673215,239

8,374

0

0

5,012
都からの
補助金等

特定財源計
⑬+⑭+⑮+⑯ 4,990

221,795

財
源

212,390

0

実施計画事業 行革計画事業 主要事業

個人 世帯 団体 その他 内部管理

昭和



単位

件

件

件

件

）

特
記
事
項

改
善
・
見
直
し
の
方
向

(

中
長
期

）

今後の方向性
（見直しの視点）

Ⅰ　事業の方向性

Ⅱ　事業の改善

○基本的には現行の諸事業を継続します。
○「歯科休日急病診療事業」は、現在、保健医療センター３階の「歯科休日急病診療所」で行っていますが、平成23年10月か
ら、地域の歯科保健医療の拠点として当センター５階に開設される「杉並歯科保健センター」において、他の歯科関連事業と
併せて一体的な事業運営を行っていきます。

事業に対する住民の
意見
（事業に対する期待・
要望・苦情など)

今後の予測
○慢性的な小児科医不足を背景に、特に平日夜間・休日において、区内小児救急医療機関が連携し
合い、より効率的な診療体制に見直しを図る必要が出てくることが予想されます。

歯科休日急病診療所運営業務委託

○救急医療体制に安心感を持つ区民の割合が、15年度から上昇していることからもうかがえるように、
急病時等の緊急時に区民の安心・安全を守るため、特に、平日夜間・休日を軸に小児急病診療体制
をはじめとする急病診療体制の確保・拡充を図ってきたことが成果を上げているものと考えます。
○今後、慢性的な小児科医不足が続く中で、現行の小児急病診療体制を安定して継続していくことが
課題となっています。

○小児急病対応については、休日等夜間急病診療所（杉並保健所内）、休日当番医、東京衛生病
院、河北総合病院と、年間を通して複数の受診機関が確保されているため、小さなお子さんを抱える
家族の安心感は大きいものと推測しています。

(3)協働等の形態

(2)協働等の相手

136,163

事
業
環
境
の
変
化

整理番号

23,768

21,377

（2）事業実績

○救急医療体制に安心感を持つ区民の割合　15年度42.4%→23年度61.4%　　[区民意向調査]
○21年4月　河北総合病院が区内初の小児二次救急指定病院になり、24時間365日の小児急病診療
体制が整備されました。

2

休日等夜間薬局運営業務委託

325

○休日等夜間急病事業受診者数　11,578名
○小児急病診療協力医療機関受診者数　7,327名
○歯科休日急病診療事業受診者数　675名
○休日等夜間薬局利用者数　8,813名

3,514

1 16,637

（1）主な取組み

評価と課題

小児急病診療協力医療機関業務委託

1

休日等夜間急病診療所運営業務委託

平成23年度　杉並区事務事業評価表　　　　　　　

その他（

規模

(4)協働等の今後のあり方

一般需用費、保険料ほか

協
働
等
点
検

（1）協働等は実現しているか

12
2
年
度
の
事
業
実
施
状
況

内　　　容

事業開始当初から
現在までの変化

事業費（千円）

十分に実現している 社団法人・財団法人等公益団体（(3)へ）

委託 [業務量の50%以上に相当] 実施継続

拡　充 現状維持 縮　小 廃　止

事業内容の変更 実施方法の変更



款 4 項 5 目 1 事業 12

係名

39

13 年度 分野 2
政策
番号

4
施策
番号

1
事業
コード 2

(1)

(2)

(1)

(2)

① 件

② 件

③ ％

④ ％

⑤ 千円

⑥ 千円

⑦ 千円

⑧ 人 1.20 0.00 1.12 0.00 1.00 0.00 1.00 0.00 0.30 0.40 0.30 0.00

⑨ 千円

⑩ 千円

⑪ 千円

⑫ 円

⑬ 千円

⑭ 千円

⑮ 千円

⑯ 千円

⑰ 千円

⑱ 千円

％

100.9

特定財源計
⑬+⑭+⑮+⑯ 27,327

61,043

財
源

49,621

0

受益者負担比率⑬÷⑪

差引：一般
財源⑪-⑰

58,59349,866

20,966

0

23,053

0
都からの
補助金等

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

10,860

（内）非常勤
職員分

0

0

○杉並区立歯科保健医療セン
ター（井草四丁目）は平成23年
9月末に廃止となり、10月から、
杉並区歯科医師会設立の歯科
保健医療センターとして、区立
保健医療センター（荻窪五丁
目）内に移転します。

2,676

20,760

23,398

（内）投資的経費等

受益者負担分

（内）委託費

単位あたりコスト
(⑪-⑥)÷①

国からの
補助金等

その他の
補助金等

24.9 26.2

0

20,890

10,445

00

0 0

0

0

人
件
費

70,381

（内）常勤職員
分(超勤分含)

0

29.5

20,208

0

20,208

15.1

58,980

20,760 23,053 20,890

0

総事業費⑤+⑨+⑩ 81,251 79,870

22,570

0

43,317

38.731.6

65

71,307

70,699

63

8,879

70,950

70,942

予算事業区分

○障害等などによりかかりつけ歯科医を持たない区民。同様
に一般の歯科診療所での診療が困難な区民。

21年度

実績実績 計画

22年度 計画（目標値）に
対する22年度の

達成率　％

杉並区立歯科保健医療センター条例

66.0

成果指標（2） 90

64

活動指標（2） 100 90

116 110

65

平成23年度　杉並区事務事業評価表
整理番号

地域医療係
昨年度

整理番号

事務事業名

杉並保健所地域保健課担当部課名

歯科保健医療センターの運営 327

322

10,445

0

66,362

0

2,676

60,10966,780

0

69,038

27,327

65指
標 成果指標（1）

0

111

66

3,867

65.6

活動指標（1） 3,478

事業費 59,521

職員数 (常勤｜非常勤)

72,919

0

59,321

64,040

0

0

9,944

計画
（目標値）

66,788

0

18,268

0

0

実績

1,180

70,644

0

連絡先
電話番号

成果指標名（1)

上位施策No・施策名 地域医療体制の整備

対象

杉並区立歯科保健医療センター条例施行規則

4528

根拠
法令
等

既定事業

3,008 4,000

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

○歯科保健医療センターの運営を東京都杉並区歯科医師
会に委託により実施する。
○歯科保健医療センターでは、かかりつけ歯科医に関する
相談、歯科医療機関の紹介等、障害や疾病により一般歯科
診療所での治療が困難な区民を対象に専門的歯科治療等
を行う。

成果指標　　　　　※（代）＝適当な指標がない場合の代替指標

杉並区民意向調査

単位
20年度

区分

3,600

事
務
事
業
の
概
要

事業開始

事業の目的・目標　（対象をどのような状態にしたいのか）

〇障害や疾病により一般歯科診療所での治療が困難な区
民に安心して歯科診療を受けられる場の提供します。
○身近にかかりつけ歯科医を持ち気軽に相談できる環境を
つくります。

延べ診療件数（年間）

活動指標名（式）

算定式・指標
の説明等

かかりつけ歯科医を持つ区民の割合

成果指標名（2)

100.9

100

相談件数（年間）

（代）延べ診療件数の前年比

23年度
計画

96.7

65

100

算定式・指標
の説明等

4,000

特記事項

0

108

17,260

94.1

110

22年度予算執行率％

0

63,934

8,920

19,968

実施計画事業 行革計画事業 主要事業

個人 世帯 団体 その他 内部管理

平成



単位

件

）

特
記
事
項

事業開始当初から
現在までの変化

事業費（千円）内　　　容

その他（

規模

(4)協働等の今後のあり方

保険料

協
働
等
点
検

（1）協働等は実現しているか

12
2
年
度
の
事
業
実
施
状
況

平成23年度　杉並区事務事業評価表　　　　　　　

○歯科保健医療センター　歯科医療連　携室相談対応件数　66件
○歯科保健医療センター　歯科診療室　診療延べ件数　3,867件

8

（1）主な取組み

評価と課題

○歯科保健医療センター運営業務委託

327

事
業
環
境
の
変
化

整理番号

（2）事業実績

○区議会、歯科医師会等からの要望を受け、歯科保健医療センターは現在地（下井草4-30-23）から
保健医療センター（荻窪5-20-1）内に移転（平成23年10月予定）します。

66,780

○移転・改修に向けて歯科医師会と調整を重ね、新センターの開設時期、実施事業等について調整
を重ねています。
○今後は、平成23年10月開設に向け、事業主体となる歯科医師会と十分な調整を図り、円滑に新セン
ターをスタートさせることが課題です。

○移転に際し、障害を抱える家族の親からは、移転後においても現状どおりのサービスを望む声が寄
せられています。

(3)協働等の形態

(2)協働等の相手

事業に対する住民の
意見
（事業に対する期待・
要望・苦情など)

今後の予測
○区の中央部への移転となり、交通の利便性が高まるため、受診者の増大が予想されます。

改
善
・
見
直
し
の
方
向

(

中
長
期

）

今後の方向性
（見直しの視点）

Ⅰ　事業の方向性

Ⅱ　事業の改善

○今回の移転を契機に、より柔軟で自主的な運営が図られるよう、センターの設置主体を「杉並区」から「杉並区歯科医師会」
に変更します。
○従来の障害者・有病高齢者に対する歯科診療、地域の歯科診療機関との連携等の機能に加え、歯科休日急病診療事業
との統合を図ります。また、新たに訪問歯科診療を開始するほか土曜日も診療を行うなど、区民サービスの拡大を図ります。

一部実現している 社団法人・財団法人等公益団体（(3)へ）

委託 [業務量の50%以上に相当] 実施継続

拡　充 現状維持 縮　小 廃　止

事業内容の変更 実施方法の変更



款 4 項 5 目 1 事業 25

係名

39

21 年度 分野 2
政策
番号

4
施策
番号

1
事業
コード 4

(1)

(2)

(1)

(2)

①

②

③

④

⑤ 千円

⑥ 千円

⑦ 千円

⑧ 人 0.00 0.00 0.10 0.00 0.10 0.00 0.10 0.00 0.10 0.00

⑨ 千円

⑩ 千円

⑪ 千円

⑫ 円

⑬ 千円

⑭ 千円

⑮ 千円

⑯ 千円

⑰ 千円

⑱ 千円

％

特定財源計
⑬+⑭+⑮+⑯ 0

888

財
源

0

0

0

0

450

0

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

受益者負担比率⑬÷⑪

差引：一般
財源⑪-⑰

0888

0

都からの
補助金等

（内）投資的経費等

受益者負担分

（内）委託費

単位あたりコスト
(⑪-⑥)÷①

国からの
補助金等 0

0

0

その他の
補助金等

0.0

0

0.0 0.0

○在宅医療・在宅療養関連事
業は平成２３年度から高齢者在
宅支援課へ移行します。

0

0

1,338

0

1,342

1,338,000

892

00

0

0

450 0

0

0.0

892

0 450

0

0

（内）非常勤
職員分

総事業費⑤+⑨+⑩

人
件
費

0

（内）常勤職員
分(超勤分含)

0

450

0

892

0.0

888

450

0

0

1

0

0

888

450

0

計画

既定事業予算事業区分

○在宅療養生活を送るまたは今後送る予定の区民。

計画
（目標値）

根拠
法令
等

（仮称）杉並区在宅医療推進協議会　開催回数

成果指標（2）

活動指標（2）

平成23年度　杉並区事務事業評価表
整理番号

地域医療係
昨年度

整理番号

事務事業名

杉並保健所地域保健課担当部課名

在宅療養支援体制の充実 340

連絡先
電話番号

0

9,328

892

2,9280

0

0

指
標 成果指標（1）

0

0活動指標（1） 0

0

0

事業費 0

職員数 (常勤｜非常勤)

888

0

0

0

0

447,333

成果指標名（1)

上位施策No・施策名 地域医療体制の整備

対象

4528 335

活動指標名（式）

3

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

○地域の実情に応じた在宅医療体制について意見・提言を
受けるため、医師会、薬剤師会、歯科医師会、介護サービス
事業者等により構成される在宅医療推進協議会を設置し検
討する。

成果指標　　　　　※（代）＝適当な指標がない場合の代替指標

単位
20年度

区分

事
務
事
業
の
概
要

事業開始

事業の目的・目標　（対象をどのような状態にしたいのか）

○地域の在宅医療・在宅療養体制を強化し、在宅で療養中
の患者が安心して生活を継続できることをめざします。

21年度

実績実績

22年度

算定式・指標
の説明等

計画（目標値）に
対する22年度の

達成率　％実績

成果指標名（2)

0.0

23年度
計画

0.0

算定式・指標
の説明等

特記事項

0

0.0

0.022年度予算執行率％

0

892

0.0

実施計画事業 行革計画事業 主要事業

個人 世帯 団体 その他 内部管理

平成



単位

）

特
記
事
項

協
働
等
点
検

（1）協働等は実現しているか

平成23年度　杉並区事務事業評価表　　　　　　　
内　　　容

○地域保健課所管事業としては２２年度末をもって廃止となります。

○内部検討のみで主な実績はありません。

0

（1）主な取組み

その他（

規模

(4)協働等の今後のあり方

評価と課題

事
業
環
境
の
変
化

2
2
年
度
の
事
業
実
施
状
況

在宅医療・在宅療養支援体制全般の内部検討

整理番号

（2）事業実績

○平成２２年３月現在　２４時間体制で在宅療養を行う在宅療養支援診療所の届出数　５９か所

340

事業開始当初から
現在までの変化

事業費（千円）

○内部検討のみで今年は主な実績はありませんが、より早期に、「在宅医療相談窓口の設置」や「後方
支援病院の確保」などに取り組みことが課題です。

○平成２０年度に杉並区医師会と区が行った地域包括ケアに関する検討では、今後、病院から退院し
てくる患者のための「在宅医療相談窓口の設置」や在宅療養患者の容態が悪化した際の「後方支援病
院の確保」などの取組が必要とされています。

(3)協働等の形態

(2)協働等の相手

事業に対する住民の
意見
（事業に対する期待・
要望・苦情など)

今後の予測
○上記のとおり、今後、病院から退院してくる患者のための「在宅医療相談窓口の設置」や在宅療養患
者の容態が悪化した際の「後方支援病院の確保」などの取組が必要になることが予測されます。

改
善
・
見
直
し
の
方
向

(

中
長
期

）

今後の方向性
（見直しの視点）

Ⅰ　事業の方向性

Ⅱ　事業の改善

○在宅医療・在宅療養関連事業は、２３年度から高齢者担当部門に専管組織を設けて取り組むこととしました。

実現していない（今後可能性あり）（(4)へ）

推進

拡　充 現状維持 縮　小 廃　止

事業内容の変更 実施方法の変更



款 4 項 5 目 6 事業 7

係名

39

13 年度 分野
政策
番号

施策
番号

事業
コード

(1)

(2)

(1)

(2)

① 千円

② 千円

③ ％

④

⑤ 千円

⑥ 千円

⑦ 千円

⑧ 人 0.60 0.00 0.56 0.00 0.40 0.00 0.40 0.00 0.30 0.30 0.20 0.00

⑨ 千円

⑩ 千円

⑪ 千円

⑫ 円

⑬ 千円

⑭ 千円

⑮ 千円

⑯ 千円

⑰ 千円

⑱ 千円

％

2,616

3,568

2,850

算定式・指標
の説明等

1,988

特記事項

0

2,649

87.122年度予算執行率％

554

成果指標名（2)

0.0

440

施設機能維持のための医療機器等修繕費

23年度
計画

89.3

10

349

事
務
事
業
の
概
要

事業開始

事業の目的・目標　（対象をどのような状態にしたいのか）

○年間を通じて歯科保健医療センターの施設機能を良好な
状態に維持します。 施設機能維持のための保守委託経費

活動指標名（式）

算定式・指標
の説明等

維持管理経費のうち修繕費の占める割合

2,839 3,038

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

○歯科保健医療センターの建物及び医療機器等、施設機
能を良好な状態に維持するための日常管理を行います。

成果指標　　　　　※（代）＝適当な指標がない場合の代替指標

保守委託経費÷医療機器等修繕費

単位
20年度

区分

2,957

連絡先
電話番号

成果指標名（1)

上位施策No・施策名 地域医療体制の整備

対象

杉並区立歯科保健医療センター条例施行規則

4528

根拠
法令
等

既定事業

計画
（目標値）

5,253

0

2,903

0

941

実績

885

8,814

0

事業費 4,705

職員数 (常勤｜非常勤)

8,838

53

2,839

5,286

0

572

4,972

458指
標 成果指標（1）

941

0

2,712

0

活動指標（1） 2,616

0

0

3,483

0

2,676

2,1342,857

0

5,267

0

平成23年度　杉並区事務事業評価表
整理番号

地域医療係
昨年度

整理番号

事務事業名

杉並保健所地域保健課担当部課名

歯科保健医療センターの維持管理 361

356

0.0

成果指標（2）

15

活動指標（2） 638 651

11

予算事業区分

○障害等などの理由でかかりつけ歯科医を持たない区民。
同様に一般の歯科診療所での診療が困難な区民。

21年度

実績実績 計画

22年度 計画（目標値）に
対する22年度の

達成率　％

杉並区立歯科保健医療センター条例

22

5,955

2,957

25

3,552

6,032

3,184

8,814

0.00.0

9,600

0 0 0

0

総事業費⑤+⑨+⑩ 10,927 9,600

3,502

0

人
件
費

10,135

（内）常勤職員
分(超勤分含)

0

0.0

0

0

0

0.0

0

00

0 0

0

0

0

0

（内）投資的経費等

受益者負担分

（内）委託費

単位あたりコスト
(⑪-⑥)÷①

国からの
補助金等

その他の
補助金等

0.0 0.0

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

5,430

（内）非常勤
職員分

0

0

○22年度医療機器の修繕は０
件でした。
○歯科保健医療センターは、
平成２３年１０月に杉並区立保
健医療センター内に移転し、
当センターの一体的な維持管
理に移行するため、２３年度施
設の維持管理経費は大幅な減
となります。

1,784

0

3,551

受益者負担比率⑬÷⑪

差引：一般
財源⑪-⑰

5,2678,838

3,167

0

0

0
都からの
補助金等

特定財源計
⑬+⑭+⑮+⑯ 0

10,927

財
源

10,135

0

実施計画事業 行革計画事業 主要事業

個人 世帯 団体 その他 内部管理

平成



単位

件

月

件

件

）

特
記
事
項

改
善
・
見
直
し
の
方
向

(

中
長
期

）

今後の方向性
（見直しの視点）

Ⅰ　事業の方向性

Ⅱ　事業の改善

○今回の移転を契機に、より柔軟で自主的な運営が図られるよう、センターの設置主体を「杉並区」から「杉並区歯科医師会」
に変更します。
○保健医療センター内への移転により、清掃・警備等建物の維持管理に伴う経費は、今後、同センターの一体的な管理の中
で行えるため、歯科保健医療センター自体の維持管理経費は大幅な減となります。

事業に対する住民の
意見
（事業に対する期待・
要望・苦情など)

今後の予測
○交通の利便性の向上により、受診者の増大が予想されます。

光熱水費

○移転・改修に向けて歯科医師会と調整を重ね、新センターの開設時期、診療所のレイアウト、設置
する医療機器等について調整が整いました。
○今後は、平成23年10月開設に向け、事業主体となる歯科医師会と十分な調整を図り、円滑に新セン
ターをスタートさせることが課題です。

○交通の利便性が高まるため、区の中央部への移転を歓迎する意見が寄せられています。

(3)協働等の形態

(2)協働等の相手

2,712

事
業
環
境
の
変
化

整理番号

1,294

941

（2）事業実績

○歯科保健医療センターは昭和49年建物で、施設の老朽化が年々目立ってきていました。
○このほど、区議会・歯科医師会からの要望を受け、現在地（下井草4-30-22）から杉並区立保健医療
センター（荻窪5-20-1）内に移転（平成２３年１０月予定）することなりました。

2

医療機器（低体温維持装置）賃借

361

○歯科保健医療センター建物管理委託契約１１件　2,712円

145

1 161

（1）主な取組み

評価と課題

備品購入（滅菌器２台）

12

建物管理委託等

平成23年度　杉並区事務事業評価表　　　　　　　

その他（

規模

(4)協働等の今後のあり方

通信運搬費等

協
働
等
点
検

（1）協働等は実現しているか

112
2
年
度
の
事
業
実
施
状
況

内　　　容

事業開始当初から
現在までの変化

事業費（千円）

十分に実現している 社団法人・財団法人等公益団体（(3)へ）

委託 [業務量の50%以上に相当] 実施継続

拡　充 現状維持 縮　小 廃　止

事業内容の変更 実施方法の変更



款 4 項 5 目 7 事業 2

係名

39

22 年度 分野
政策
番号

施策
番号

事業
コード

(1)

(2)

(1)

(2)

① ％

② ％

③ ％

④

⑤ 千円

⑥ 千円

⑦ 千円

⑧ 人 0.00 0.00 0.50 0.00 0.50 0.00

⑨ 千円

⑩ 千円

⑪ 千円

⑫ 円

⑬ 千円

⑭ 千円

⑮ 千円

⑯ 千円

⑰ 千円

⑱ 千円

％

0

0

算定式・指標
の説明等

0.0

特記事項

0

90.022年度予算執行率％

成果指標名（2)

90.0

100.0

工事進捗率

23年度
計画

100.0

100.0

0.0

事
務
事
業
の
概
要

事業開始

事業の目的・目標　（対象をどのような状態にしたいのか）

地域歯科保健医療の拠点として、下井草４丁目の歯科保健
医療センターを保健所に併設する保健医療センターに移転
し、既設の歯科休日急病診療所と統合するため改修を行い
ます。

実施設計進捗率

活動指標名（式）

算定式・指標
の説明等

（代）予算執行率

100.0

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

○歯科保健医療センターの移転改築に向けて、杉並区歯科
医師会や営繕課など関連部署と調整を行う。
○施設改修の実施設計及び改修工事を実施する。

成果指標　　　　　※（代）＝適当な指標がない場合の代替指標

単位
20年度

区分

連絡先
電話番号

成果指標名（1)

上位施策No・施策名 地域医療体制の整備

対象

杉並区立歯科保健医療センター条例

新規事業

4528

根拠
法令
等

投資事業

計画
（目標値）

34,830

0

44,600

0

38,700

実績

0

39,290

0

事業費

職員数 (常勤｜非常勤)

0

0

0

指
標 成果指標（1）

34,830

0.0

100.0

90.0

活動指標（1）

0

0

50,138

50,138

4,460

49,21834,830

0

54,598

0

平成23年度　杉並区事務事業評価表
整理番号

管理係
昨年度

整理番号

事務事業名

杉並保健所地域保健課担当部課名

歯科保健医療センター移転改修 363

新

成果指標（2）

活動指標（2）

100.0

予算事業区分

施設利用者、施設運営者

21年度

実績実績 計画

22年度 計画（目標値）に
対する22年度の

達成率　％

杉並区立保健医療センター条例

0

38,700

38,700

39,290

0.0

38,700

0 0 0

0

総事業費⑤+⑨+⑩ 0 38,700

人
件
費

0

（内）常勤職員
分(超勤分含)

0

0

0.0

0

00

0 0

0

0

（内）投資的経費等

受益者負担分

（内）委託費

単位あたりコスト
(⑪-⑥)÷①

国からの
補助金等

その他の
補助金等

0.0

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

0

（内）非常勤
職員分

営繕課に執行委任

4,460

受益者負担比率⑬÷⑪

差引：一般
財源⑪-⑰

54,5980

都からの
補助金等

特定財源計
⑬+⑭+⑮+⑯ 0

0

財
源

0

実施計画事業 行革計画事業 主要事業

個人 世帯 団体 その他 内部管理

平成



単位

）

特
記
事
項

改
善
・
見
直
し
の
方
向

(

中
長
期

）

今後の方向性
（見直しの視点）

Ⅰ　事業の方向性

Ⅱ　事業の改善

平成23年度に改修工事を完了します。

事業に対する住民の
意見
（事業に対する期待・
要望・苦情など)

今後の予測
平成23年９月までに全ての作業を終了し、平成23年10月に歯科保健医療センターを開設します。

改修工事費

運営を委託する歯科医師会の意見を踏まえ、安全性や使いやすさに配慮した設計をすることができま
した。
複合施設のため、施設の運営・管理・利用方法等を開設までに確認していく必要があります。

(3)協働等の形態

(2)協働等の相手

4,830

事
業
環
境
の
変
化

整理番号

30,000

（2）事業実績

平成22年８月の経営会議にて歯科保健医療センターの機能強化に向けた取組について了承されまし
た。同年第３回区議会定例会にて実施設計及び改修工事費等の補正予算が認められ、実施設計を
完了し、改修工事を行っています。

363

歯科保健医療センターの実施設計を完了し、改修工事を開始しました。

0

（1）主な取組み

評価と課題

実施設計委託

平成23年度　杉並区事務事業評価表　　　　　　　

その他（

規模

(4)協働等の今後のあり方

協
働
等
点
検

（1）協働等は実現しているか

2
2
年
度
の
事
業
実
施
状
況

内　　　容

事業開始当初から
現在までの変化

事業費（千円）

十分に実現している 企業・個人事業者（(3)へ）

委託 [業務量の50%以上に相当] 実施継続

拡　充 現状維持 縮　小 廃　止

事業内容の変更 実施方法の変更
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